
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

くらんぽん 

2024 年 10 月号 発行 

練馬高齢期運動連絡会・全国老問研練馬支部 

〒178-0061 東京都練馬区大泉学園町 5-13-25 吉田方 

FAX03-6887-0287 

区が地域包括支援センターと敬老館の

運営を民間事業者に委託～事業者募集 

 

練馬区は 9 月に中村橋、高野台デイサービス

センター内（仮）、大泉の３つの地域包括支援セ

ンター、石神井、石神井台の２つの敬老館の運

営を来年 4 月から１年間限定で委託する事業者

をプロポーザル（企業提案）方式により募集し

ました。「履行状態が良好であれば最高 3 年（更

新 2 回）の随意契約を行うことができる」とす

るものの、何ごとも“市場原理”により収益を

挙げなければ生き残れない“民間委託福祉”で

区民福祉を守れるのか、同様に募集した練馬区

職員食堂の運営委託とは使命が異なることを区

は認識できないのでしょうか。 

保谷駅にホームドア設置へ   

西東京市が２億４千万円補助 

西東京市は8月 27日、西武鉄道に対する鉄道駅

バリアフリー事業補助金２億４千万円を補正予算に

計上、保谷駅にホームドアを整備すると発表しました。

同駅近傍には公共施設や教育施設などもあり、運転

本数も、当駅止まりも多い、のりかえを待つ人がホー

ムに滞留、島式のホームで転落の危険が高いことな

どから、2027 年度までに設置する見込みです。 

 

 

 

 

数日間何も食べていないという人も 

福祉事務所がフードバンクに SOS（救援依頼）  

 

毎月第 3金曜日に大泉生協病院構内で実施され

ているフードバンク、9月 20 日は「令和の米騒

動」といわれるほど深刻な米不足で米入手が困難

に。農民連、民商など多方面からの支援でいつも

通り 1.5kg ずつ 135 人の来場者に渡すことができ

ましたが、数日も何も食べていないという若者も

含む３人が福祉事務所から「何もできないから」

と紹介されて来場。飢えに苦しむ人も救えない日

本の福祉の形骸化を象徴的に表していました。 

練馬高野台駅・石神井公園駅にホームドア

設置へ 

西武鉄道は 9月に鉄道駅バリアフリー料金制

度の利用と練馬区からの補助金で 2024 年度内に

練馬高野台駅と石神井公園駅の 2駅 6ホームに

ドア稼働開始を予定と発表。練馬高野台駅 1ホ

ームは 10 月中、その他については順次設置・稼

働開始予定としています。なお、西武鉄道はホ

ームドア設置により無人化を推進する方針で

す。 
（写真はホームドアが設置される高野台駅１番線ホーム。西武

鉄道ＨＰより） 

 

清瀬駅の先進的運動から学ぶ 

   大泉学園駅にホームドアを設置させる会 

 ５年から先行して清瀬駅・秋津駅へのホームドア設

置の運動を先行して進めている市民団体から今月、

運動の教訓などを聞く学習会を予定しています。 



  

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練馬区の生活保護率 

4.3％減はなぜ？ 

研究者による生活保護情報グループが 2012

年からの過去10年間の人口千人当たりの生活保

護利用者の割合、保護率をマップにしてネット上で

公開しています。この 10 年間にはコロナ禍があり、

非正規化の進行、激しい物価上昇があり、練馬区

でもフードバンクに多くの区民が殺到していること

にみられるように生活困窮化は一層進行していま

すが、にもかかわらず、練馬区の保護率は-4.3％

も低下しています。 隣接する西東京市は0.9%、朝

霞市は 3.8%上昇しており、練馬区の保護率低下

は区による水際作戦など申請の抑制はなかったか

など、検証する必要がありそうです。 

※練馬区の生活保護受給者は 16,507 人 13,517

世帯（2022 年度・練馬区統計書 2023 年版） 

 
図は生活保護率増減マップより（赤は削減率大） 

 

 

 
  

いまだ 8 割の医療機関 でマイナ保険証トラブル  

 全国で 頻発する医療機関窓口でのマイナー保険証 

トラブル 、全国保険医団体連合会が今年 5 月以降の

状況を全国約 1 万の医療機関を対象に調査したとこ

ろ 、約 7 割 にトラブルがあったと回答、 8 割の医療機

関が 12 月 2 日以降も 紙の保険証を残すべき と回

答 。今後マイナ保険証５年の期限切れも年 2 千万人

単位で発生、トラブルはさらに激増の恐れもあります。 

 

   

介護保険に係る公開質問状（衆議院選挙 2024 に向けて）        

１．貴政党ではマニフェストに「介護保険制度」を独立した項目として取り上げますか？ 

2．介護保険の公費負担分を増やすことに賛成ですか？  

（参考資料：現政権与党の二党は 2012 年総選挙の公約では増率を明示して

いました） 

3．家族介護を前提としない介護保険サービスに賛成ですか？ 

4．介護保険の基本報酬を増額することに賛成ですか？   

5．訪問介護の基本報酬減額を次期改定期を待たずに撤回を求めることに賛成です

か？ 

６．介護報酬アップの代わりに導入された各種加算制度の廃止に賛成ですか？ 

７．ケアプランの作成を有料化することに反対しますか?  

８．介護保険の利用者負担率を標準 1 割から２割にすることに反対しますか？ 

９．要介護１，２の訪問介護（生活援助）を、市区町村が担う「介護予防・日常生活支

援総合事業」（総合事業）に移行する案に反対しますか？ 

１０．介護施設利用者の「補足給付」の条件として、利用者およびその配偶者（世帯）

の資産照会に反対しますか？  

１１．高齢者施設の人員配置基準の緩和に反対しますか？  

１２．現状の介護保険に加えて認知症に対応した在宅サービスの創設に賛成ですか？ 

 

介護保険について８政党に

公開質問状送付 

ケア社会をつくる会、ウイメンズ

アクションネットワーク（WAN）、

高齢社会をよくする 女性の会

（WABAS）は衆議院選挙での

投票行動の指針とするため、介

護保険に係る公開質問状を８政

党に向けて送付しました（右参

照）。これは、9 月 16 日に開催し

た 8 時間オンライン・シンポジウム

「こんなはずじゃなかった、介護保

険」でのオンライン参加者に採択

された声明「介護保険の未来に

向けて」の実現を目指しての行

動と位置づけられています。 


